
「揺るぎない情熱」
「確かな力量」

「総合的な人間力」
岡山市の「学び続ける教職員」とともに歩みます。

令和８年度

岡山市
教育研究研修センター要覧

Okayama Municipal Center
for Educational Research & Teachers’ Development

学び続ける先生
応援キャラクタ―

せんた



岡山市がめざす教職員像

■教育に対する揺るぎない情熱〔使命感〕〔向上心〕
・子どもを育て、人間形成を担う教育という仕事の意義を感じ大
切にする心
・教職への誇り、教職に打ち込む姿勢
・子どものために惜しみなく力を注ぐ姿勢
・子どもへの愛情、子どもへの責任
・子どものために自らも成長しようとする姿勢

■教育の専門家としての確かな力量
〔専門性〕〔子ども理解の力〕〔マネジメント力〕
・保育、教科指導、生徒指導、特別支援教育等に関する専門的
な知識・技能、実践的指導力
・成長・発達の実態に即して、子どもの心情や行動を的確に理解
する力と豊かな感性
・学級経営、学年経営、学校経営等に関する専門的な知識・技
能、実践力
・社会の変化や新しい教育課題に対応できる知識・技能
・教育課題の解決に対応できる柔軟さと創造力、家庭や地域社
会との連携を推進するコーディネート力

■総合的な人間力〔人間関係力〕〔人間性〕
・社会性、常識と豊かな教養、礼儀作法、対人関係能力
・よいもの、美しいものなどを感じ取り、感動する豊かな情操
・豊かな人権感覚に基づいた他者を理解する力、協働する心

「 を有し、学び続ける教職員」
～岡山市の教職員に求められる資質能力～



岡山市の教育に関する調査及び研究を
踏まえ、教職員の資質能力の向上と学校
組織の活性化を推進することで、教職員へ
の支援・援助の充実を図り、本市教育の振
興に努める。

■岡山市の教育課題について調査研究を行
い、その成果の普及とともに、教職員への支
援・援助の充実に生かす。

■教職員の資質能力の向上に資する研修体

系を

Ⅰ 悉皆研修

（基本研修、職能研修）

Ⅱ 希望研修

（教科領域等研修、教育課題等研修）

の視点から構築し、計画・実施・評価及び

援助を推進する。

■「情報教育推進室」を設置し、岡山市の教

育の情報化のより一層の推進を図る。

■教育関係資料や情報を収集、整理し、積極

的な提供・発信に努める。

運営方針

昭和62年
市立オリエント美術館にて岡山市教育センターが業
務を開始

市立弘西小学校北館２階の空き教室の改装工事に
着手

開所式を挙行

昭和63年
教科書センターを併設

平成12年
県から教職員の研修権限を委譲され、初任者研修
等を開始

平成14年
市立石井小学校３棟３階に移転

平成18年
岡山市教育委員会事務局指導課の出先機関として
「教育センター」（５所の総称）を位置付けていたが、
教育委員会事務局組織として「総合教育センター」
が課相当と位置付けられる課内室として、教育研究・
研修室と教育相談室が位置付けられる

平成21年
市立石井小学校の２棟４階の２教室を新たに研修室
として設ける
政令指定都市移行に伴い、県からの研修権限移譲を
受けて、幼稚園の新規採用教員研修と10年経験者
研修、指導改善研修、長期研修等を新規研修として
開始

平成22年
課内室の教育相談室が総合教育センターから分離
し、教育委員会事務局指導課に統合

平成23年
機構改革により岡山市教育研究研修センターに名称
変更し、岡山市東区向州１－１に移転

令和３年
情報教育推進室を設置

令和4年
岡山市教育センター（仮称）の整備に当たり、その基本
方針を策定

沿革



岡山市教員等育成指標
に基づいた
ステージ

研修体系

採用時
Ⅰ 基礎形成期

（１年目～３年目）
Ⅱ 向上期

（４年目～10年目）
Ⅲ 充実期

（11年目～15年目）
Ⅳ 深化・発展期
（16年目以上）

教職員として必要な基礎・基本を

身に付ける。

基礎・基本をもとに、積極的に

実践を積み重ねる。

自らの実践を
もとに、後輩
の育成に貢献
し、ミドル
リーダーとし
て学校運営に
積極的に参画

する。

ベテランと若
手をつなぎ、
「チーム学
校」の中核と
なるための高
度なマネジメ
ント能力を身
に付ける。

学校組織の活性化を図り、

リーダーシップを発揮する。

悉皆研修
（基本研修・

職能研修）

希望研修
（教科領域等研修・
教育課題等研修）

各担当者研修（特別支援教育・教務主任・人権教育担当者等）

初任者研修

中堅教諭研修

スクール・コア・リーダー養成研修

養護教諭研修、栄養教諭研修／学校事務職員研修、学校司書研修、技能労務職員研修

採用前研修 １５年経験者研修

２年目研修

３年目研修

管理職研修

主幹教諭研修

指導教諭研修

教育に対する揺るぎない情熱

教育の専門家としての確かな力量

総合的な人間力

教育に対する揺るぎない情熱

確かな指導力

目指す教職員像

「情熱、力量、人間力を有し、学び続ける教職員」
～「岡山市教員等育成指標」を踏まえた研修の充実～

学級経営に関する研修・生徒指導研修・特別支援教育研修

人権教育研修・各種研修・教育ＤＸ研修

つながる力・人間関係力

新センター機能充実に向けた研修の先行実施へ
【新設】ＳＤＧｓ・ＥＳＤ研修講座

アントレプレナーシップ研修講座
公民館連携研修講座 等

各教科・領域等の授業づくり研修

岡山市教育研究研修センターの取組

スタートアップセミナー

新規常勤講師研修



■「センターだより」編集・発行
■指導資料、手引書等編集・発行
■ホームページによる教育情報等の提供

岡山市の教育の充実にとって、若手教員の人材育成・指導力向上は大きな課題と言えます。この
課題解決のために、令和２年度から「OJT若手教員育成支援プロジェクト」事業を実施してきました
が、令和８年度から基礎形成期の教諭・常勤講師を対象に、「フレッシュティチャーサポートプロジェク
ト」に再編し、各学校で行う若手教員の人材育成を支援していきます。「授業参観や協議・指導・助言
による指導力向上」「校内OJT組織体制の整備や計画立案の支援」等を、「オンラインを使った相談」
も活用して、各学校の課題やニーズに応じて行う予定です。（詳細未定）

「未来を創る共育プロジェクト研究」は、変化する社会のニーズに対応したテーマを取り上げ、
未来を切り拓く岡山の子どもたちの資質・能力を引き出す授業づくり等について岡山市立小・中
学校の研究協力校と連携して、２年間に渡って
継続的・実践的に進める研究です。全市に向け
て、中間発表会、最終報告会を行い、効果の検
証を行っていきます。

なお、平成24年度から取り組んできた「教育
課題別研究」における成果物は、ひきつづき岡山
市教育研究研修センターHP内の「すぽっと」から
閲覧できます。適宜、ご活用ください。

教育課題別研究 研究成果紹介ページ「すぽっと」



授業開発支援ルーム（４階）は、先生方の授業づくりに活用できる指導資料や教育雑誌等をそろ
えています。

■教材の貸し出し及び提供について

●理科教材 ・・・「月の満ち欠け実験器」
「地層標本」等

●その他の教材 ・・・「立体四目並べ」「食材カード」
「ひらがな練習ボード」
「カタカナ練習ボード」
「トントンくぎ打ちコンコンピンポン」等

教科書センター（1階）では、現在使用している教科書や
採択用の教科書等を展示しています。

利用時間 月曜日～金曜日 １０：００～１８：００

※国民の休日・年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く。

情報教育推進室（4階・本庁舎８階）では、ＩＣＴ機器を活用
した授業づくりに関する研究及び研修・支援、必要となるＩＣ
Ｔ機器の整備等、情報教育に関する業務を行っています。

■児童生徒の情報活用能力育成に関すること

■ＩＣＴ機器・ネットワークの整備・管理等に関すること

■学校を支援する人材（ＩＣＴ支援員等）の配置等

ワークステーション西大寺（2階）では、市立学校園や市立施設等からの依頼を受けて、教材等作
成や軽作業をします。

例‥‥「壁面飾り」「封入作業」等



■名称及び愛称

名称 岡山市教育センター
※名称については、令和８年度中に設置条例
を改正し、正式決定する予定です。

愛称 ハレラボ
【愛称の選定理由】
「ハレ」は、子どもや保護者、教職員など
の気持ちが晴れるようにとの願いを込め
ています。
「ラボ」は、ラボラトリー、教育に関する研究
の拠点を意味しています。

■コンセプト 【高める・創る・応える】
・教職員の資質・能力を高める
最大３００名収容できる「大研修室」をはじめ、全６室の研修室とともに、「ホワイエ」などのコミュ
ニケーションスペースを整備します。ICTを効果的に活用した研修などに取り組み、教職員の最新
の教育への対応力向上を図ります。

・大学・企業とともに新しい学びを創る
「オープンイノベーションルーム」や「大学連携・ディスカッションルーム」 を整備し、授業やさまざま
な教育課題について、大学や企業と連携した協働研究を進め、研究成果を学校や教職員の実践に
結び付け、研究と研修の一体化を図ります。

・保護者からの相談や願いに応える
「就学相談ルーム」を整備し、就学における保護者の悩みや相談に、
常時対応できる体制を整えていきます。

教職員が刺激を受け、全国に先駆けた新しい
取組にチャレンジすることで、子どもたちのやる
気と好奇心を刺激し、刺激の好循環を生み出す
ことができる教育センターにしていきます。

■整備スケジュール
・令和８年１月 工事開始
・令和９年２月 工事完了
・令和９年３月 供用開始

※イメージ図

※イメージ図

■整備の目的
子どもたちの成長を支えるためには、デジタル化等時代の変化・要請に対応できる教職員の研究・
研修の拠点施設が必要です。そのため、教職員の資質向上や産学官連携による研究推進、就学相
談などさまざまな機能を有する新しい教育センターの整備を図ります。



岡山市教育研究研修センター
TEL （０８６）９４４－７２５５
ＦＡＸ （０８６）９４４－７２１１

情報教育推進室(センター４階) （本庁舎８階）
TEL （０８６）９４４－７７１１ （０８６）８０３－１２８３
ＦＡＸ （０８６）９４４－７7１２

〒７０４ー８１１５ 岡山市東区向州１番１号

利用時間
月曜日～金曜日 １０:００～１８:００

休所日
土曜日、日曜日、祝日
年末年始（１２月２９日～１月３日）

JR赤穂線

岡山東警察署

西大寺郵便局

岡山西大寺病院

西大寺
バスセンター

西大寺
ふれあいセンター

西大寺
観音院

百花プラザ

岡山市
東区役所

JR西大寺駅

ＪＡ

中国電力

至岡山 至邑久

ＮＴＴ

西大寺公民館

観音院口

岡山市教育研究
研修センター

E-mail  kyouikucenter@city.okayama.jp
URL  https://sites.google.com/giga-city-okayama.jp/kyouikucenter


